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・JavaScript版でできること

◯できること１
好きなデータの種類と数を選んで、CSV形式で取り出すことができます。

◯できること２
ランダムシードを利⽤することで他の⼈と同じデータを共有することができます。
（ランダムシードについては、次のページに説明があります。 ）



・機能説明
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①選んだデータのダウンロー
ド︓
選んだデータをCSVデータと
して取り出すボタン

②全て選ぶ︓
⼀度に全種類のデータを選ぶ
ボタン

③全て外す︓
⼀度に全種類のデータの
チェックマークを外すボタン

④取り出すデータの数︓
取り出したいデータの数を⼊
⼒する場所

⑤ランダムシード︓
0にすると、無作為抽出（むさくいちゅうしゅつ）といって、特別な意図
を働かせずにデータを取り出します。
１以上の好きな数字で、他の⼈と同じ数字を⼊⼒することにより、他の⼈
と同じ表とグラフを作成することができます。

①

② ③

④

⑤



トップページの「データを取り出してグ
ラフを作る」から「JavaScript版」を選
ぶと、右のような画⾯が表⽰されます。

取り出したいデータの種類を選んで、
チェックを⼊れます。データを取り出す
数を⼊⼒してから「選んだデータをダウ
ンロード」を選びます。

＊無作為抽出（むさくいちゅうしゅつ）
データを取り出したい場合はランダム
シードの数値は「0」のままにしてくだ
さい。
ランダムシードの説明はp7にあります。

・CSV形式で⾃分のパソコンやiPad等にダウンロード
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・ランダムシードについて
ランダムシードの数値が「0」の時はデータを無作為抽出（むさくいちゅうしゅつ）します。
無作為抽出（むさくいちゅうしゅつ）とは、特別な意図を働かせずにデータを取り出すことです。

【２⼈以上で同じ表や同じグラフを作りたいとき】
１以上の好きな数字で、他の⼈と同じ数字を⼊⼒することにより、他の⼈と同じ表とグラフを作成
することができます。



ダウンロードしたCSVデータをExcelで開きます。⾃動的にグラフが作成されるGoogleスプレッド
シート版とは異なり、 JavaScript版ではExcelの機能を使って⾃分でグラフ作成を⾏います。

・Microsoft Excelで開いてグラフを作成
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